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第II章  まちづくり方針 
１. 将来都市像 
本計画でめざす将来都市像は、「栗山都市計画マスタープラン」の将来都市像と共有します。 

 
 

大地の恵みと人々の営みが織りなす、ほのぼの栗山 

～ともに築く「にぎわいと安らぎ」のあるコンパクトな都市～ 

 

基本目標１：安全・安心で快適に住み続けられるまち 

基本目標２：豊かな自然環境と調和し景観に配慮した活気のあるまち 

基本目標３：主権者である町民の参加による自律した個性豊かなまち 

 

図 栗山都市計画マスタープランでめざす将来都市構造 

 

資料：栗山都市計画マスタープラン 
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２. まちづくり方針と都市の骨格構造 
本町がめざす将来都市像の実現に向け、解決すべき課題に取組むため、（１）拠点、（２）居住ゾーン、（３）

ネットワークの３つの視点からまちづくりの方針を設定します。 

 

 

【解決すべき課題】     【まちづくり方針】 

 

 

（１）拠点 

【まちづくりの方針】：にぎわいが持続する中心拠点の形成 

行政サービス、店舗・飲食店が連なる商店街が多く立地する栗山

市街地に中心拠点を設けます。 

 

 

（２）居住ゾーン 

【まちづくりの方針】：安らぎと安心を備えた、居住ゾーンの形成 

利便性の高い拠点周辺や国道沿いに快適で移動しやすい住

宅地を設けます。 

 

 

（３）ネットワーク 

【まちづくりの方針】：高齢になってもお出かけしやすい、バス等

の移動ネットワークの形成・維持 

町内外を移動するバス等の公共交通は、高齢者や通勤・通学

者にとって主要な交通手段となっているため、その機能を維持

し、移動しやすいネットワークを形成します。 

 

  

○栗山市街地における 
求心性・拠点性の確保 

・中心市街地のにぎわいづくり 

○角田市街地における 
生活利便性の確保 

・施設配置かネットワーク整備 

○継立市街地を含む町内の 
円滑な移動ネットワークの 
確保 

・公共交通サービスの維持・改

善 

○持続可能な財政運営・ 
経済活動への貢献 

・公的不動産の活用 

・ストックの再編 

○高齢者や子育て世帯にも 
配慮した、 
「健幸都市づくり」への貢献 

・市街地の快適な歩行空間 

○安全・快適に住み続けられ
る環境の確保 

・災害リスクの回避・低減 

・災害対応体制、コミュニティ

の維持 



は
じ
め
に 

第 

Ⅰ 

章 

第 

Ⅱ 

章 

第 

Ⅲ 

章 

第 

Ⅳ 

章 

第 
Ⅴ 

章 

第 

Ⅵ 

章 

参
考
資
料 

 栗山町立地適正化計画  

55 

 

設定したまちづくりの方針について、栗山都市計画マスタープランでめざす将来都市構造を踏まえつ

つ対象とする範囲や位置づけ、方向性を下表のとおり設定します。 

なお、拠点、居住ゾーン、ネットワークに含まれない工業団地などは、「持続可能な開発エリア」として設

定します。 

 

表 拠点、居住ゾーン、ネットワーク、その他の位置づけ 

区分 名称 位置づけ、方向性 

（1）拠点 

にぎわいが持続す

る中心拠点の形成 

中心拠点 

・本町の各種生活利便サービスの中核をなすエリア

で、将来も中核的な役割を果たすため都市機能の集

積・維持と賑わいづくりを進めます。 

（2）居住ゾーン 

安らぎと安心を備

えた、居住ゾーンの

形成 

利便性が持続 

する居住ゾーン 

・栗山市街地において一定の居住密度を確保するこ

とにより、生活利便サービスと公共交通サービス、

徒歩等による快適な移動環境の維持を図ります。 

ゆとり居住ゾーン 
・人口密度は低いながらも、交通ネットワークや周辺

の自然環境を生かし居住環境の維持を図ります。 

（3）ネットワーク 

高齢になってもお

出かけしやすい、

バス等の移動ネッ

トワークの形成・維

持 

主要な公共交通 

ネットワーク 

・子どもからお年寄りまで、買い物、通院、通勤・通学

等お出かけ・移動の中心的な公共交通のネットワー

クを形成・維持します。 

市街地回遊軸 

・『健幸まちづくり』の取組と連動し、徒歩や自転車に

よる歩いて暮らせる移動ネットワークと、コミュニテ

ィバス等を組み合わせた、市街地内の回遊ネットワ

ークを形成します。 

（４）その他 
持続可能な 

開発エリア 

・働く場や交流の場を整備することで、周辺の居住ゾ

ーンへの定住を促します。 
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図 拠点、居住ゾーン、ネットワーク、その他の位置  

ゆとり居住 
ゾーン② 

中心 
拠点 

持続可能な 
開発エリア② 

ゆとり居住
ゾーン① 

主要な公共交通 
ネットワーク 

市街地 
回遊軸 

利便性が 
持続する 
居住ゾーン 

持続可能な 
開発エリア① 
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３. 将来市街地構造と誘導方針 
 

本町の将来の市街地構造における課題を解決するための施策・誘導方針を以下のように整理します。 

 

表 本町の市街地構造における課題（解決すべき課題）と解決するための施策・誘導方針 

課題（解決すべき課題） 施策・誘導方針 

○栗山市街地（中心拠点）における求心性・拠点

性を確保する必要があります。 

○中心拠点への、中核的な施設機能、集客力のある施

設機能の誘導を図ります。 

○角田市街地における生活利便性の確保する必

要があります。 

○駅前通、国道 234 号を柱とした、町内の地域間をつ

なぐ強固な移動ネットワークの維持に努めます。 

○継立市街地を含む町内の円滑な移動ネットワ

ークの確保する必要があります。 

○駅前通、国道 234 号を柱とした、町内の地域間をつ

なぐ強固な移動ネットワークの維持に努めます。 

○持続可能な財政運営・経済活動への貢献をす

る必要があります。 

○今ある基盤施設や、土地・建物の有効活用を図りま

す。 

○高齢者や子育て世帯にも配慮した、「健幸都市

づくり」への貢献をする必要があります。 

○歩いて暮らしやすい、中心拠点の回遊空間の確保を

進めます。 

○安全・快適に住み続けられる環境の確保をする

必要があります。 

○歩いて暮らしやすい、中心拠点周辺のアクセス空間

の確保を図ります。 

○居住ゾーンにおける、災害リスクの低減、及びリスク

の低いエリアへの居住誘導を図ります。 

○快適で住みやすい、住環境の形成・維持に努めま

す。 

 


